














要約  当院における出産直後の母親 152 名の応急処置の理解度に関する実態調査の結果を

報告した。応急知識は子育てや事故経験だけでは身につくものではなく、その普及のため

には教育が必要であると思われた。20 歳代前半の若い母親の応急知織はやや低く、その

原因は心肺蘇生法の知識の差によるものと考えられた。項目別には意識障害時の気道確保

の重要性について認識が低く、十分な指導が必要と思われた。また心肺蘇生法の普及には

講習会を通しての教育が有用と考えられた。 さらに鼻出血、止血については誤った知識

を持つ者への、誤飲については「わからない」 と答えた者への教育が重要と思われた。

出産直後の母親への応急処置教育は有用と考えられた。


